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研究成果の概要（和文）： 本研究は、製品の部品構造や、各部品に応用される技術領域が、製品市場の特性お
よび製品の汎用化に与える影響を調査した。デジタル・イメージング産業を研究対象とし、部品構造や応用され
る技術領域が異なる三製品を分析対象として、各製品の部品構造と応用技術、製品の特許情報、製造方法、市場
動向の関連性を分析した。その結果、新技術と旧技術のすり合わせの過程が設計や生産において存在する場合、
産業における技術成熟の進行は比較的遅く、産業内における技術革新により開発された新製品は、その製品の部
品構造上の特徴が、市場における競争の激しさや、産業における価格低下、モジュール化のスピードに影響する
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： This research empirically analyze the impact of product architecture and 
technology applied to each component on the product's market structure and commoditization. I choice
 three types of digital camera (digital single-lens reflex camera, Mirrorless interchangeable-lens 
camera, and compact digital still camera) as an object of study, and analyze the relationships among
 each product's architecture, types of technology applied to components, patent information, and 
market structure. In consequence, the following results were obtained. When the integration process 
between the components, which different technologies applied to, exists in the designing and 
manufacturing of product, the speed of technological maturity in the industry is comparatively slow.
 Accordingly, characteristics of product architecture has effect to the intense competition in the 
market, the degree of falling price of product, and the speed of modulalization of product.
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１．研究開始当初の背景 
 
 工業製品のモジュール化や、新興国企業の
生産力及び製品開発力の向上など、日本の製
造業を取り巻く環境が急変している。企業が
有する技術力やそれを担う人材を活用しつ
つ、有効な製品設計や技術開発戦略を模索す
るための指針を示すことは、喫緊の研究課題
である。 
本研究ではこのような背景のもと、製品の

部品構造が、企業の技術開発成果と製品市場
成果との関係性にどのように関与するかと
いうことについて、製品の部品構造や応用さ
れる技術が異なる各製品市場で、日本企業が
競争力を獲得・維持するために、取るべき技
術・製品の開発戦略を探索する。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、製品の部品構造及び部品に応
用される技術領域が、企業の研究開発力と市
場成果との関係性、及び製品市場の特性や製
品のコモディティ化の進行度にいかに関与
するかを明らかにする。 
研究対象としてデジタル・イメージング産

業を選択し、部品構造及び応用される技術領
域が異なる三つの製品を分析対象とする。企
業の特許情報や市場動向情報を利用して、日
本企業の取るべき技術開発及び製品開発戦
略を提案するための事例研究を行った。 
具体的には、次の具体的な目的にそって研

究を遂行した。 
 

① 製品の部品構造や応用技術の特性が、企
業の技術開発成果と市場成果との関連
性に及ぼす影響とそのメカニズムを明
らかにする。 

② 製品の部品構造と、技術の成熟化及び製
品のコモディティ化の進行度との関連
性を解明する。 

③ 企業買収や組織構造の変化が企業内の
技術開発動向に及ぼす影響を明らかに
する。 

 
 
３．研究の方法 
 
 デジタル・イメージング産業の各製品の部
品構造や応用技術が、市場特性や製品のコモ
ディティ化、及び企業の技術力や製品開発力
と市場成果との相関関係にどう関与するか
を分析した。さらに研究対象のうち一社に焦
点を当て、企業買収や組織構造変化が及ぼす
企業内の技術開発動向への影響を分析した。 
 分析には、三種類のデジタルカメラ製品
（デジタル一眼レフカメラ、デジタルミラー
レス一眼カメラ、コンパクトデジタルスチル
カメラ）の市場調査情報、及び各製品を生産
及び販売する企業 11社が過去 20年間で出願

した合計約 10 万件の特許情報を収集した。 
分析では主に、特許出願情報のうち、特許

に含まれる発明の技術内容や特徴による分
類情報(国際特許分類コード、F ターム)や、
発明の詳細な説明から抽出される質的・量的
情報を用いた。 
 

銀塩フィルム
一眼レフカメラ

デジタル一眼レフカメラ

ミラーレス一眼カメラ

コンパクトデジタルスチルカメラ

デジタルカメラ製品
（各々部品構造が異なる）

類似した
光反射構造
（ミラーボックス）

を持つ

光情報の記録方法・媒体の
技術革新

（感光塗料を塗布したフィルム
撮像素子・電子メモリ）

 

図 1 デジタル・イメージング産業の概略 
 
 
 具体的には、下記の手法を試みて研究を行
った。 
 
① 応用技術の類似性の数値化を行い、各企

業の有する技術知識を体系化する。 
② 企業の市場成果と技術開発成果の関連

性を、部品構造の異なる製品毎に解析す
る。 

③ 製品価格情報と特許の技術分類情報を
用いて、技術及び製品の成熟度を解析す
る。 

④ 某企業の企業買収による研究者の企業
間移動や、組織構造改革による企業の技
術開発動向の変化を調査する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 研究手法と用いた情報 

 
 
 
 

各企業の特許出願情報
①発明の技術分類コード
②発明者指名及び所属先
③出願日

解析

分析の視点 研究課題

企業の技術開発の体系化（用いる情報：①③）

企業の技術力、市場成果、部品構造との関連
性の解明（①③）

企業買収や部門統合による技術開発における
相乗効果（①②③）

各製品市場
各製品のコモディティ化の進行度と部品構造、
応用技術との関連性の解明（①③）

産業全体
産業全体における技術の成熟化の進行度と部
品構造、応用技術との関連性の解明（①③）

各企業

 



４．研究成果 
 
＜製品の部品構造と応用される技術領域、お
よび企業業績との関係性＞ 
 
(1) 企業の過去の製品製造経験は、現在の研

究開発動向や資源配分に強く関連する。
もともと、光学の技術開発を行っていた
（銀塩フィルム一眼レフカメラの製造
経験がある）企業は光学分野に、ない企
業は電気電子分野に研究開発を集中し、
それが特許出願状況にも影響する傾向
がある。 
 

(2) デジタル一眼レフカメラは、その他のデ
ジタルカメラと異なり、カメラ本体内部
にミラーの駆動機構やペンタプリズム
と接触する液晶表示制御機構等の、アナ
ログ部品をデジタル技術で制御するメ
カニズムを有する。 
このような異なる技術領域を各々応

用している部品と部品とが相互作用す
るような部品構造を持つ製品について
は、光学分野と電子写真、電気通信の技
術領域を越境するような特許の出願確
率の高い企業が高い市場成果を得てい
るという結果を得た。すなわち、アナロ
グ技術とデジタル技術の両技術領域に
おいて、過去の事業経験を通じて研究開
発実績を積んでいる企業は市場成果が
高く、そうでない企業は参入しても高い
市場成果を得られない、ということを示
している。 
一方で当メカニズムを持たないコン

パクトデジタルスチルカメラやミラー
レス一眼カメラの市場では、必ずしも特
許出願数や広範囲の技術領域における
研究開発実績が市場成果に結びつくわ
けではないという結果を得た。 

 
(3) 銀塩フィルム一眼レフカメラとの部品

構造上の共通点が多い製品ほど、特許出
願数の多い企業が高い市場成果を維持
しているが、共通点が少ない製品市場で
は企業の技術力と市場成果との関連性
は見られなかった。 
先行研究では、部品構造が既存製品と

大きく異なるほど既存企業の新製品市
場参入は困難であるという結論が出て
いた。しかし分析の結果、部品構造の変
化と企業の技術力、製品開発力及び市場
成果との関連性を研究する際は、部品に
応用される技術領域や部品構造の特性
まで分析対象に入れる必要性があるこ
とが明示された。 

 
 
 
 
 

 
 
＜製品の部品構造と技術の成熟化、および

市場成熟化との関係性＞ 
 
(4) 製品の部品構造内に、アナログ技術とデ

ジタル技術が各々応用された部品の相
互作用が存在すると、当該製品市場の企
業集中度は高く、技術開発実績の高い企
業は高い市場成果を得、生産委託の進行
は遅れる、という結果が出た。 

 
(5) デジタルカメラ産業全体の技術の成熟

化は進行しており、各社の研究活動は収
斂していく傾向が見られる（図 3）。ただ
し、銀塩フィルム一眼レフカメラの製造
経験がある企業は、ない企業よりも特許
申請数が多く、特に後半は光学と、電子
写真または電気通信との分野横断的な
特許の申請が中心となっている。 
 これは、電子写真や電気通信などの分
野に限定した研究開発は成熟し、光学と
の分野横断的な研究開発は未成熟であ
るということを示している。本結果は、
電子写真や電気通信分野のみを用いる
ミラーレス一眼カメラやコンパクトデ
ジタルスチルカメラのコモディティ化
が進行し市場規模が縮小する一方、デジ
タル一眼レフカメラの市場規模が拡大
しているという事実と一貫している。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 デジタルカメラ産業における特許申請
件数の三次近似曲線（実線：銀塩フィルム一
眼レフカメラの製造経験がある企業の合計、
点線：当該カメラの製造経験がない企業の合
計） 
 
 
(6) 企業間の生産委託の状況や、各企業の各

製品の市場シェアの推移と、上記の特許
情報を合わせた分析から、新しい技術と
古い技術、すなわち電子写真や電気通信
分野と光学分野とのすり合わせの過程
が設計や生産において存在する場合、産
業における技術の成熟の進行は比較的



遅いという結果が出た。企業内における
技術革新により新たに開発された製品
においては、その製品の部品構造上の特
徴が、市場における競争の激しさや、産
業における価格低下やモジュール化の
スピードに影響するといえる。 

 

 
＜後期参入企業の企業買収と組織構造の

改革の効果の検証＞ 
 

(7) 本産業では、銀塩フィルムカメラ製造経
験のない企業が、カメラの記録媒体がデ
ジタル化した後に参入したのち、他企業
のカメラ部門を買収し、その後全社的な
組織構造改革を行うことでカメラ関連
事業の競争力強化を計画し、銀塩フィル
ムカメラと部品構造上の共通点が多い
デジタル一眼レフカメラ市場の実績を
徐々に向上させるという事例が観察さ
れる。 

 
 
分析では、某企業が他企業のカメラ部門を

買収したのち、光学技術領域の出願特許数が
増加したという結果が出ている。他企業から
銀塩フィルムカメラ事業を買収することで、
自社の経営資源の不足分を補完することが
できた例であるといえる。 
今後、さらに分析を進め、企業買収による

研究者の企業間移動後、移動先の研究者との
共同開発状況を特許情報から時系列で調査
し、買収前後で企業の技術開発動向を技術の
領域や範囲について比較する予定である。 
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